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　「国際日本研究の過去・現在・未来」報告と討論
友常　勉
東京外国語大学准教授
プレシンポジウムでは、まず小松和彦・国際日本文化研究センター所長から基調講演「グローバル時
代の日本学――その現在と未来を考える」についてお話しいただいた。つづいて、小松先生をまじえた
パネル・ディスカッションにおいて、国内で日本研究・日本学プログラムに携わっておられる 4人の
先生方にそれぞれ報告をいただき、それをふまえて討論をおこなった。
最初は、北海道大学現代日本学プログラムのフィリップ・シートン教授である。シートン氏は、北海
道大学留学センター教授であり、2015年から発足した現代日本学プログラムのコーディネーターをつ
とめている。日本の歴史認識・アジア太平洋戦争についての歴史観を研究の専門とし、また、北海道の
地域性をふまえて「北海道における戦争と記憶」というプロジェクトを実践されている。
現代日本学プログラムは 4年間の英語による学士教育プログラムであり、歴史・文化と社会・政治
経済のふたつのモジュールからなり、その内容を構成しているのは歴史研究カルチュラルスタディーズ、
社会学、政治経済学のディシプリンと、日本語教育、日本人学生との共働教育、ユニークかつ多文化的
な日本（東北・北海道）研究である。
シートン氏は、地域性個別性をふまえて留学生をうけいれる国際日本研究・教育はどのように遂行さ
れるのか、その課題と条件について説明された。現代日本学プログラムは日本語・英語（外国語）の二
言語プロジェクトである。プログラムでは、修了生のためのジョブマーケット、海外への情報発信をみ
すえながら、教育・研究、高度な批判的思考の育成を柱として、言語教育と日本研究を実施しているこ
とを報告された。
次は法政大学国際日本学研究所の王敏教授である。来日後、お茶の水女子大で博士号を取得、比較文
学、日本文学を専門に、とりわけ日中文化交流史の専門家として、数多くの文化外交機関の要職を歴任
されてこられた。宮沢賢治の翻訳者でもある。
法政大学国際日本学研究所では、2010年度から「国際日本学の方法にもとづく〈日本意識〉の再検
討――〈日本意識〉の過去・現在・未来」という戦略的研究を推進してきた。王氏はそのうちのひとつ、
アジア学、日中文化論、異文化コミュニケーション論のチームリーダーをつとめた。王氏は、中国にお
ける日本研究者の減少という現在の状況に触れつつ、「禹王と日本文化」という自身の研究を題材にし
た文化交流史・研究史の調査をふまえて、比較研究を方法論とする国際日本学のありかたについて提起
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された。
三番目の報告は明治大学国際日本学部の張競教授である。東京大学大学院総合文化研究科で博士号を
取得のあと、2008年より明治大学国際日本学部教授をつとめている。比較文学と文化史を専門とし、『恋
の中国文明史』で読売文学賞、博士論文『近代中国と「恋愛」の発見』でサントリー学芸賞を受賞して
いる。張競氏は、「国際日本学部」の名称のもとで、多様な学問分野が並立していること、実際には日
本人学生の英語教育の場となっていること、また、そのもとで学際的な研究が可能かという問題提起を
発された。そのうえで、「日本」というエスノセントリズムに打ち勝つ努力をすべきこと、そのために
も文化理論の探求が必要であると提起された。
最後の報告者は九州大学人文科学研究院の下地理則准教授である。下地氏は、本学大学院博士前期課
程を修了のあと、オーストラリア国立大学で PhDを取得、国立国語研究所を経て、現在は九州大学文
学部言語学・応用言語学講座に所属されている。言語研究、とりわけ琉球言語を専門とされている。下
地氏は、日本語研究が国際日本研究にどう取り組んでいるか、という視角から、自身の専門である琉球
語を題材に、非西洋世界の側からの問題提起が必要であること、そのもとでマイノリティスタディーズ
と結合しながら、グローバル化を牽引する学際性を確立することが可能である、という展望を述べられ
た。
全体討論では、4つの報告をふまえ、4人のパネリストとおよび小松所長をまじえて、東京外国語大
学の CAAS・NINJALユニットの取り組みも紹介しつつ、学際的な研究教育の場としての意味と、新
たな理論や方法の提起の場としての「国際日本研究」の可能性について、刺激的な議論が交わされた。
